
第７回「内航船の日」（７月１５日）

『海から届ける写真展』
3年ぶりに開催

＜ 2022 年7月４日号 内航海運新聞掲載 ＞　

全日本内航船員の会 事務局

　７月15日、７回目の「内航船の日」を迎えます。

　毎年開催してきた記念日イベント「海から届ける

写真展＠大黒湯」は、新型コロナウイルスのために

２年間中止、３年ぶりの開催となります。この２年

は、１年目はとにかく感染拡大の抑止に努め、２年

目は静まり返った地域のムードを元気づけたいと考

え、「内航船の日記念手ぬぐい展」をひっそりと開

催することにとどめました。

　そのような時でも、海上では内航船が休まず市

民社会を支えているという現状を伝えられないこと

は本当に悔しいことでした。しかし、新型コロナの

ワクチン接種を船員たちが受けられていない実態を

ツイッターで発信した際には、多くの方が船員への

ワクチン接種の体制を求めてくれるなど、日頃から記念日「内航船の日」でつながっ

ている一般の方たちの想いに救われることもありました。

　これまで大震災や豪雨災害などの度に、内航海運の活躍を紹介してきました。今

回の新型コロナの災害においては、船員たちがエッセンシャルワーカーとして認知さ

れるべきという課題が浮き彫りになったことを忘れてはならないと思います。

　７月15日から31日まで開催予定の「海から届ける写真展＠大黒湯」。

　今回のテーマは「乗り越える」です。

　展示作品は約２００点の応募写真から18点。自然の中にも揺るがない内航船の

美しい日常を選び、しかも船員の存在を感じ取れるような作品で構成します。毎回

制作している企画パネルでは「こうして船はやってくる」と題し、時化た海を水没し

ながらも航行していく内航船の写真をいくつも並べたコラージュポスターを作成し、

何度でも何度でも「乗り越える」を実践している内航船の勇姿を展示します。

　会場は今回も東京の下町、墨田区の銭湯「大黒湯」のロビーです。東京スカイツ

リー近くの名物銭湯に訪れる多くの老若男女が、船員が撮影した自慢の「海」に見

入ります。ここで毎回、たくさんの人が初めて「内航船」という言葉を知り、内航船

員とつながります。備え付けのノートには、船員たちに向けた感謝の言葉のほか、メー

カーや貿易業に勤める方などからは、初めて物流を身近に感じることができたといっ

内航海運新聞（令和４年 7 月４ 日号）の記事を紹介いたします。 以下転載



た感想が綴られます。ＳＮＳを通じてノートの直筆画像が船員にも届けられ、市民

社会と内航海運とがつながる貴重なイベントとなっています。

　「私たちは共に乗り越えてきた。これからも乗り越えていく。全てを自信に変えて、

乗り越えていく」。

　さて、内航海運産業自身は現在、大きな波の前にいます。海事産業強化法「働き

方改革」による大きな波。さらには、船体のカーボンニュートラル（ＣＮ）対応やデ

ジタルトランスフォーメーション (ＤＸ）による変化も、これまでの実務内容を変え

るほどの大きな波になっていくことが考えられます。

　これらを乗り越えるには、船主やオペレーター会社、荷主などの努力だけでは無

理です。船員の現場での理解も不可欠だと言われています。

　７回目を迎える記念日「内航船の日」。２０１５年に内航海運を応援してくれる陸

の一般の人たちと内航船員たちとのＳＮＳでの交流によって記念日制定まで漕ぎ着

けた当時と今とでは、人気の船員アカウントは何世代も更新しており、全く雰囲気も

様子も違っているように見えます。しかし、当時の船員アカウントが「まずは知って

もらわなければ」と危機意識を発し、市民社会とつながることで内航海運産業の健

全な発展を求めていった想いは、現在のＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の意志にも

通じるもので、結果的に記念日が船員世界に現代的な社会性の土壌を広げてきたこ

とは重要だったと思います。

　そういう意味で、今回のテーマである「乗り越える」は、広く内航海運産業全体

に呼びかける応援のメッセージでもあります。是非、関係者の方も「海から届ける写

真展＠大黒湯」へお出掛けください。

　毎年好評をいただいている記念日手ぬぐい（写真）も製作しました。テーマはや

はり「乗り越える」。

　陸ではまだまだ「内航船」を知らない方が大半という現実があり、「まずは知って

もらわなければ」は続いています。記念日当日（７月15日）には、ツイッターのハッ

シュタグ「＃内航船の日」へのご参加ご協力もお願いいたします。(了

　＜ 海から届ける写真展　開催概要 ＞

　◇開催期間＝７月15日（金）～31日（日）※平日15 時から翌10 時まで、土曜

日14 時から翌10 時まで、日曜祝日13 時から翌10 時まで。火曜日は定休

　◇開催場所＝「大黒湯」ロビー（東京都墨田区横川３―12―14）

※東京メトロ半蔵門線、東武伊勢崎線、都営浅草線、京成押上線「押上駅Ｂ２出口」

より徒歩６分。東京スカイツリーより徒歩10 分

第７回 内航船の日 記念手ぬぐい 2022


